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令和５年度伊達市新市建設計画審議会 会議録 

 

日 時 令和５年８月18日（金) 

午前10時 00分～午前10時 50分 

場 所 伊達市役所 保原庁舎 東棟４階 401・402会議室 

出席者 

伊達市新市建設計画審議会委員10名 

市長、副市長、教育長、総務部長、未来政策部長、財務部長、市民生活部長、健康福

祉部長、産業部長、建設部長、理事兼都市整備対策政策監、教育部長、こども部長、

伊達総合支所長、霊山総合支所長、政策推進係長、政策推進係員 

内容 

 伊達市新市建設計画審議会委員の互選により、佐藤貞夫委員が会長に就任し、議長

として議事を進行した。 

 

新市建設計画事業について 

 １．伊達市新市建設計画について            … 

   ２．令和５年度 伊達市新市建設計画 実施事業一覧表 … 

   ３．伊達市新市建設計画実施計画事業概要       … 

上記資料１～３については総合政策課長より説明。 

 

菅野委員： 

 ３点ほどお伺いしたい。１点目、新市建設計画は、合併特例債を活用して事業を実施し

ているときいている。合併特例債は令和７年度までの計画期間であり、事業完了年度が決

められているということだが、資料から事業No.13伊達総合支所、事業No.14霊山総合支

所の建設事業で事業終了となっている。今後新たな事業を計画し、令和７年度で完了する

事業を行う予定はあるのかお伺いしたい。 

２点目は、霊山総合支所の建設場所についてお伺いしたい。 

３点目は、合併特例債は借入金（借金）であるので、返済についての見通しについてお

伺いしたい。 

 

未来政策部長： 

来年度の新たな事業については、今年度の事業実施により精査した結果生じた場合は、

また審議をお願いしたいと思っている。 

霊山総合支所に関して、昨年度に地元から代表を選任し、検討委員会を設置した。その

検討委員会で基本計画を策定し、その中で霊山総合支所としての機能について検討した結

果、霊山交流館の敷地が適していると判断され、建設予定地となった。 

 

 

財務部長： 

 合併特例債の返済に関して、毎年予算編成時に財政シミュレーションを行い、将来の推

計を行っている。令和９年や令和10年頃に最大の返済ピークが訪れると予想されており、
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そのためには他の事業の見直しや公共施設の適正化を通じて、ランニングコストを抑制す

る検討をしていく。返済においては、極端な状況に陥らないようにしていきたい。 

 

今西委員 

過去の審議会での繰り返しの質問と同様に、新規の事業が増える一方で、平成 30 年以

前から実施している事業があり、その長期化が懸念される。現在の事業が令和７年までに

必ず完了する見込みがあるか伺いたい。また、進捗に問題がある事業がある場合、教えて

いただきたい。 

もう１点、人口増加が見込まれ、保育需要も高まるとして、事業 No.９保原認定こども

園整備事業、事業No.10伊達・ひかり認定こども園整備事業、事業No.11高子北認定こど

も園整備事業、事業No.12かみほばら放課後児童クラブ建設事業が実施されているが、実

際に施設需要が計画通りに存在するかどうかについて伺いたい。 

 

未来政策部部長： 

今西審議委員のお話のとおり、事業No.５保原総合公園整備事業等は平成27年度から継

続しており、その規模や大きさから、長期間の事業となっているものもある。ただし合併

特例債の事業計画期間は令和７年度までとなっているので、期間を順守できる事業となっ

ている。 

 

こども部長： 

 保育需要については、主に建替えが行われる事業が中心であり、大幅な定員増は見込ん

でいない。ただし、女性の就業率の上昇を考慮して、その増加分を見込んだ定員として計

画されており、問題はないと考えている。 

 

今西委員： 

 両事業において計画性を持って進行し、事業終了後も考慮した運営を行うことが求

められると考えられる。先ほどの財務部長の話にあったランニングコストにも関わっ

てくるため、施設の必要性を計画的に見越して建設と運営を行っていただきたい。 

 

～以上、審議終了～ 

 

佐藤会長： 

 これで審議は終了とする。 

本日の審議会においては様々なご意見をいただいたが、議案に関して承認し、これ

をもって答申に代えさせていただきたい。 

 

～以上、閉会～ 


